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お 腹 に 小 判 が 無 い の が お 寺 の 招 き 猫 ら し い 特 徴 で す 。
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定
例
法
座

[ 2 0 2 5 ( 令 和 7 ) 年 新 年 号 通 刊 6 0 2 号 ]

◎
一
月
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
～
一
一
時
半

於
本
堂
・
法
輪
会
館

し

ん

し

ゅ

ん

は

つ

お

ざ

『
新
春
初
御
座
』

「
声
明
(
し
ょ
う
み
ょ
う
)
の
世
界
」

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
経
を
唱
え
る
と
い
う
と
、
低
い
音
で
ブ

ツ
ブ
ツ
や
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
方
も

多
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
私
が
習
っ

た
先
生
は
お
経
に
音
律
を
付
し
た
「
声

明
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
明
る
い
声
で

穀

唱
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
と
ご
教
授
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
浄
土
真
宗
(
お
西
)

寺

の
声
明
は
、
京
都
大
原
に
伝
わ
る
天
台

巧

宗
の
魚
山
(
ぎ
ょ
ざ
ん
)
流
の
影
響
が
大

き
い
で
す
が
、
『
往
生
礼
讃
倶
』
や
『
正

番

信
偏
和
讃
』
の
譜
に
は
真
言
宗
系
の
影

響
も
見
て
取
れ
ま
す
。
今
回
は
、
普
段

お
勤
め
し
て
い
る
正
信
渇
和
讃
を
中
心

月

に
声
明
の
練
習
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

i
t

命
令
春
日
部
だ
よ
り
令
秦

⑬
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
晦
日
の
リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯

す
「
善
灯
会
(
ぜ
ん
と
う
え
)
」
に
は
家
族
で

お
越
し
に
な
ら
れ
た
方
々
も
あ
り
、
賑
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
根
三
本
と
牛
す
じ
三

キ
口
ぎ
柔
ら
か
く
炊
い
た
「
大
根
炊
き
」
と

い
う
名
の
「
牛
す
じ
煮
込
み
」
も
あ
っ
と
い

う
間
に
皆
さ
ま
で
完
食
。
今
年
も
沢
山
仕
込

む
予
定
で
す
。
大
晦
日
は
除
夜
の
鐘
は
無
い

で
す
が
、
善
巧
寺
へ
是
非
ど
う
ぞ
。
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[ 2 0 2 5 ( 令 和 7 ) 年 新 年 号 通 刊 6 0 2 号 ]

み
ほ
と
け
会
新
年
会

令
令
春
日
部
だ
よ
り
秦
秦

◎
去
る
十
一
月
八
日
(
日
)
、
善
巧
寺
第
一
代

坊

守

善

称

院

繹

紀

乗

俗

名

榎

本

紀

子

の
四
十
九
日
満
中
陰
法
嬰
を
皆
さ
ま
の
お

陰
を
持
ち
ま
し
て
善
巧
寺
本
堂
に
て
勤
修

さ
せ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
生
前
の
ご

厚
誼
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⑬
年
初
め
は
、
元
旦
か
ら
の
三
日
間
、
午
前

八
時
よ
り
三
が
日
勤
行
を
い
た
し
ま
し
た
。

皆
勤
さ
れ
た
五
名
の
皆
さ
ま
に
は
天
然
石

の
腕
輪
念
珠
苦
授
与
い
た
し
ま
し
た
。
新
年

早
々
よ
り
よ
う
こ
そ
の
お
参
り
で
し
た
。

◎
一
月
十
一
日
(
土
)
の
『
新
香
初
御
座
』
で

は
、
ご
法
話
終
了
後
、
法
輪
会
館
に
て
ゲ
ー

ム
大
会
と
京
雑
煮
接
待
を
行
い
ま
す
。
京
都

の
お
雑
煮
は
甘
い
白
味
噌
に
カ
ツ
オ
の
出

汁
が
効
い
た
、
私
の
よ
う
な
関
東
者
に
は
初

め
は
ピ
ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な
味
わ
い
。
し
か

番

し
意
外
と
ハ
マ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

明

け

末

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

末

す

。

今

年

も

寺

カ

フ

ェ

代

官

山

に

て

新

年

会

を

開

催

い

た

し

ま

す
o

ど
う

ぞ

ご

参

加

下

さ

い

。

日
時

一
月
二
十
五
日
(
土
)

午
後
七
時
～
八
時
半

場
所

寺
カ
フ
ェ
代
官
山

東

急

東

横

線

『

代

官

山

駅

」

正

面

口

(
東
口
)
か
ら
徒
歩
三
分

三
千
円

a
e

会
費

内
容

報

お

勤

め

『

重

誓

儡

律

曲

」

寺

新
年
法
話

寺
カ
フ
ェ
案
内

特
製
お
鍋
の
新
年
会
(
飲
み
放
題
)

参

加

ご

希

望

の

方

は

、

刊月
末
で

年
回
法
要
表

回
忌

亡
く
な
ら
れ
た
年

周
忌
令
和
六
年

七三

回
忌
令
和
五
年

回
忌

十
三
回
忌

平
成
二
十
五
年

十
七
回
忌

平
成
二
十
一
年

二
十
五
回
忌

平
成
十
三
年

三
十
三
回
忌
平
成
五
年

五
十
回
忌

昭
和
五
十
一
年

百
回
忌

大
正
十
五
年

昭
和
元
年

※

地

域

に

よ

っ

て

は

二

十

三

回

忌

、

二
十
七
回
芒
殻
を
お
勤
め
す
る
所
も
あ
り
ま
す
。

※

ご

法

事

を

お

勤

め

さ

れ

る

際

は

、

お

早

め

に

番

巧

寺

ま

で

ご

連

絡

下

さ

い

。


